
みんなの家のマネージャーを務める毛利翼

さんは、2012 年に社会福祉法人千寿会に入

職しました。千寿会の「とりあえず、やって

みなっせ」をモットーに挑戦を続ける毛利さ

んの姿を追います。

入社までの経緯について 

教えてください。

実は一度社会に出てから、大学の学位を取

得するために、夜間大学の福祉課に通ってい

ました。今思えば、真面目な学生だったとは

いえず、卒業時に社会福祉士の資格に合格で

きませんでした。それでも「せっかく福祉の

勉強をしたのだから」と、卒業論文のゼミの

講師から勧められ、千寿会の面接を受け、入

職に至りました。

最初は何の資格もない状態からのスタート

でしたが、入職してから介護福祉士、介護支援

専門員、社会福祉士の資格を取得できました。

資格取得のモチベーションは 

どこにありましたか。

実際に介助をしていくうちに、専門的な資

格を取得し、きちんと理論を持って専門職と

して働きたいと思いました。そこで、入職３

年目に介護福祉士を取得したのです。また、

入職５年目になると、利用者様との関わり合

いもさらに増え、ケアマネージャーの資格も

必要だと感じました。同時期に入職した職員

たちも同じように考えていたため、仲間たち

の向上心に刺激されたことも、モチベーショ

ンの一つになったと思います。

ケアマネージャーとして１年ほど働くと、

利用者様への支援の形も人によって千差万

別。多職種連携が必要不可欠であり、関連す

る制度を熟知したいと考えるようになりまし

た。そこで今度は、社会福祉士の資格にチャ

レンジし、合格。資格取得に至るまでの勉強

によって、知識が増え、提案力がついたこと

は大きな糧となっています。

これまでに挫折した経験について、 

お聞かせいただけますか。

まだ入職して間もないころ、ある誤解か

ら、利用者様のご家族様とトラブルに発展し

てしまいました。そのとき、上司から「正し

いことをしたならば、大丈夫。自分を信じて」

と声をかけていただき、救われた経験があり

ます。それからは、何か問題が起きたとして

も、利用者様と真摯に向き合い、こちらの思

いもきちんとお伝えできるように心がけて

います。

千寿会の良さはどこにあると 

お感じですか。

「とりあえず、やってみなっせ」の社風にあ

ると思います。提案をすると、それが職員や

利用者様のためになるなら「やってみなっせ」

と、背中を押してもらえます。

あるとき、終末期の利用者様が自宅に帰り

たいと希望し、ご家族様や医療機関の協力を

得て、ご帰宅されました。そこで私たちも、小

規模多機能型居宅介護事業所ならではのフッ

トワークの良さを生かし、利用者様の希望に

寄り添った介助をすることができました。

ご自宅に帰った利用者様の様子が気になる

ときは、上司に相談すれば、快く送り出して

もらえます。ご自宅にいながら、馴染みの職

員が訪問して、いつも通りの介助ができる。

その安心感を利用者様に提供できるのは、み

んなの家ならではの良さだと思います。

最後に、今後の目標を 

お聞かせください。

「地域ナンバーワンの施設を目指す」という

目標を常に掲げています。利用者様に、「ここ

に来れば大丈夫」と安心してもらえる施設運

営をしていきたい。そして、「あなたに出会え

て良かった」と思っていただけるようなス

タッフを一人でも増やしたいと思っていま

す。それには、職員にとっても働きやすい環

境であることも重要です。急な変更があって

も皆で快くカバーできる雰囲気をつくり、互

いに支え合いながら働ける環境をより一層整

えていきたいと思っています。

ご自身も理事長をはじめ、上司や先輩、そ

して切磋琢磨できる仲間に支えられながら、

成長してきたという毛利さん。ケアマネー

ジャーは日々学びの連続とのこと。これから

も、利用者様のために最善の提案ができるよ

う、挑戦を続けていきます。
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私たちの職場には、多くの明るく元気な職員がいます。そのなかで一際輝く存在を
選出しました。吉田さんが日々心がけている挨拶とは、どのようなものでしょうか？

それは、利用者様との信頼関係を築く姿勢にもつながっているようです。

我が施設が誇る！

悠優かしまデイサービス
リーダー
  よしだ     こゆみ

吉田 瑚弓さん

No.1!

「まさか私が？！」
驚いたというのが正直な感想です。他にも明るく対応
している職員はたくさんいます。なぜ私が選出された
のでしょう（笑）よく考えてみると、利用者様から「あな
たの声を聞くと元気になる」と嬉しい言葉をいただくこ
とがあります。すると、近くにいた職員からも「本当に
元気もらえるよね」と言われることも。私の仕事を見て
くれている人がいるのだ、と実感しました。

一人ひとりと目を合わせた挨拶
デイサービスは１日に約20人の利用者様が来所されます。業務が一段落
したタイミングで必ず利用者様一人ひとりの目を見て挨拶することが私の
モットーです。もし自宅に来客があれば、皆さんも目を見て挨拶をして出
迎えるのではないでしょうか。その感覚と同じです。全員に向けて一言挨
拶をするのではなく、しっかり目を合わせて個別に挨拶をしています。そう
することで、利用者様のいつもとは違った様子や些細な異変に気づくきっ
かけになることも。そういった意味でも、一人ひとりにしっかりと心を込め
て挨拶することを心がけています。

No.1に結びついたところ

挨拶を接点に話し相手になる
しっかりと目を見て挨拶をするだけでなく、
必ず立ち止まるようにしています。そうする
ことで、利用者様との会話が弾むこともあり
ますが、忙しいときにはきちんとした対応が
できません。そのときは、先に急ぎの業務を
終わらせてから再度利用者様のところへ行
きます。ご自宅では話し相手がおらず、ここ
で誰かと話をすることを楽しみにしている方も
いますので、私が同じ立場であれば、最後ま
で話を聞いてもらえなかったら寂しくなりま
す。常に意識しているのは、相手の気持ちに
なって考えること。
また、職員同士の場合は完全に立ち止まって

「お疲れ様です」と挨拶するのは難しいのが現
状です。だからこそ、すれ違う際にはしっかり
目を見て声かけをしています。

仕事で大切にしている
ポイント

日々、同じことを繰り返していると慣れが出てきて、雑になる部分も出てき
てしまうのではないでしょうか。そうならないために、初心を忘れずにいた
いと思っています。一人ひとりへの挨拶は、入職以来続けてきたこと。そこ
を軸として、今後も利用者様に気持ちよく過ごしてもらえるように努力して
いきます。

今後も元気な挨拶を心がけるためには、
初心を忘れないことが大切！

No.1に選ばれた率直な感想

お喜びの声
日々、利用者様と交流を深めるなかで、嬉しい言葉をもらったり、
心温まるエピソードが生まれたりする瞬間があるでしょう。

すべての人が笑顔で過ごせるように願う皆さんの行動は、利用者様に必ず届くはずです。
今回は、利用者様との絆を深め、人生の転機が訪れた嶋田さんのエピソードを紹介します。

特別養護老人ホーム
悠優かしま
    しまだ     ようすけ

嶋田 陽介さん

私が「コミュニティハウス悠優かしま」に在籍し
ていたとき、男性の利用者様から、「あなたなら
信頼できる。孫を紹介したい」と言われました。
ご家族の方はよく面会に来ていたため、そこで
お孫さんと初対面。そして、その人は今、私の妻
です！
利用者様が大切なご家族を紹介したいと
思えるほど、信頼を得られていたことを非常
に嬉しく思いました。もしかすると、利用者様も当
初は半分本気で半分冗談だったかもしれませ
ん。ただ私は利用者様やご家族様と接する際に
は、あまり他人行儀にならず、親近感を持って
いただけるように心がけています。また、気を遣
わずにリラックスできる存在であることを大
切にしています。だからこそ、妻と巡り合うこと
ができたのでしょう。利用者様に結婚の報告を
した際には、本当に喜んでくれました。

嬉しかったエピソード

利用者様がつないでくれた
生涯の伴侶

ご家族様と同じ目線で接することを大事にしています。
いつもとは違う、と気づいたことがあればすぐにご家族
様へ報告するのもその1つ。もし自分の家族であれば、
知っておきたいと思うはずです。これは特別に意識して
いることではありません。ただ自分が身内だったらどう
してほしいか、を考えています。そして、常に自然体でい
ることが私のスタイルです。

利用者様と接するうえで意識していること

些細な変化も
ご家族様へ報告

介護職について15年。念願の資格取得を目
指しつつ、今後も自分なりのスタイルで利用
者様との信頼関係を築いていきたいと思っ
ています。そして、体力の続く限り、仕事に邁
進していく所存です。

15年の経験を活かし、
信頼関係を築く
介護職としての新たな挑戦

今後の意気込み


